
～ Balance ～

麻機自然体験コミュニティ

竹チップマルチ

自然再生推進法事業地

巴川流域 麻機遊水地周辺の里山整備

Balance
活動エリア紹介
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平成26年 台⾵１８号
巴川流域 浸⽔被害の様⼦

巴川上流部では放任竹林の
枯れ竹が流れだして水路を
塞ぎ、土砂が堆積してオ
バーフローしてしまった。

今後、ゲリラ豪雨など地球規模の気候変動による大雨などは予測不可能！

大雨による放任竹林内
の「枯れ竹」流出も水
害などに繋がる事を実
感しました。
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農業従事者の高齢化・後継者不足などにより竹林が急速に広がっています。

地域の抱える課題

広葉樹・針葉樹を巻込み広がる竹林昔から巴川流域では増
水・洪水・浸水被害の
多いエリア 水源涵養機能

土砂災害防止機能

生物多様性
の低下

平成２５年 森林山村多面的機能発揮対策交付金により
本格的な放任竹林伐採が可能になりました！

また、この交付金により２０代前半の若者２名が
１年間の竹林伐採を経験して林業従事者へ！
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伐採後の竹は可能な限り搬出し、チップ化します。

そして、放任竹林整備から地域交流が生まれました。

障がい者就労支援事業所との協働作業
主に運搬などの作業を依頼
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特別支援学校生や専門学校生による竹チップの袋詰め作業

土壌改良材として配布

生ごみ処理材として配布

土壌改良材としての利用

特別支援学校（知的障がい者）と
引き籠りなどの課題を抱える若者達と協働で畑作り
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土壌改良材としての利用

農家・家庭菜園家・小学校・地域環境保全団体へ配布

生ごみ処理材としての利用

特別支援学校リサイクル班での取組み
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地域活性を図るイベント・子供達参加イベントでの
竹材利活用

地域小学校へ里山出前講座
特別支援学校へ竹灯篭制作指導
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新聞掲載記事 特別支援学校より感謝状を
頂きました。

今後のBalanceは放任竹林整備から竹チップを農業利用す

るべく実証試験を重ねて遊休農地利活用に繋げ
「 里山・里地保全 」に力を注いでいきます。

遊休農地の開墾 配合比を変えて
プランターでの試験

現在の畑の様子
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私たち「Balance」の基本理念は

社会にいる自分達が「次の世代に」「何を？」
残してあげられるのだろう？
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海上の森 と NPO海上の森の会

里山サテライト

ナゴヤドーム110個分
の広さ。（530ha）

名古屋市

愛知環状鉄道
山口駅

あいち海上の森センター
物見山

日本の森１００
（山と渓谷社）

に選出

日本の森１００
（山と渓谷社）

に選出
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エコトイ
レ

エコトイ
レ

希少種シデコブシ

里山の田畑

砂防池

人工林

広葉樹林

里山サテライト

NPO海上の森の会 活動指針

・2004年12月23日設立
・2009年11月8日NPO法人移行
・会員数：約160名
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NPO海上の森の会 グループ活動

NPO海上の森の会 全体で取り組む
森林・山村多面的機能発揮対策事業

NPO海上の森の会
グループ

森林・山村多面的機能発揮対策事業 ２０１５年度

A-1地域環境保全
タイプ

里山林保全

A-2 地域環境保全
タイプ

侵入竹除去

B 森林資源利用
タイプ

C 森林機能強化
タイプ

山道整備

D 教育・研修
活動タイプ

自然調査 〇 〇
自然調査学習会

里づくり
〇

雑木林整備
キノコ原木づくり

〇

森づくり
〇

間伐・除伐・雑草木
刈り

〇
侵入竹林整備

〇
雑草刈り・イノシシ

侵入対策・
側水路整備

〇
森の教室

里山文化 〇

総務情報 〇
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森づくりグループ活動 森林・山村多面的機能活動

森づくりグループ活動（森林ボランティア）と
森林・山村多面的機能発揮活動の流れ

2005 海上の森の会森づくりグループ 発足

・１．７ha森林契約間伐を開始

・ １．７ha森林間伐基礎活動

2006 １．７ha 森林の目指す構想設定
・ １～７ゾーンのエリア設定する
・針広混交林に向けた人工林間伐

2014 １．７ha 森林間伐の完了
・１～７ゾーンまで順次間伐

新間伐エリアの設定 （１．７ha隣接地）

・下草刈りおよび間伐開始
・ 放置竹林の計画的皆伐

2015 １．７ha人工林から針広混交林へ誘導に
向けた間伐・除伐活動

・落葉広葉樹の選木、下草刈り
・ コアジサイ群生の保全

2016～ 併せ新間伐エリア間伐活動継続

2013 （１年度 ）
・１．７ha森林の５～６ゾーン間伐
・竹藪化した里山竹林の間伐・整備

2014 （ ２年度 ）
・新間伐エリア４ゾーンの 除伐・下草刈り
・新エリア３～４ゾーン間伐
・侵入竹林の皆伐

10年間

2015 （ ３年度 ）
・１．７ha針広混交林に向けた除伐・下草刈り

とコアジサイ群生の保全作業
・竹林整備と侵入竹林皆伐作業および土砂

流出防止作業

コアジサイ

１．ヒノキと広葉樹の針広混交林化、

また複層林化を目指す。

～きれいな森、少しでも多くの生き物が棲むことが出来る森、

里山の水源の森に仕上げる。～

２．1.7ｈａを７ゾーンに分け、各ゾーンごとに

特徴を持たせる。

・通常間伐…１・２・３・４・a５・６aゾーン

・巻き枯らし間伐…６ bゾーン

・皆伐による植生観察･･･５・６ａ ゾーン

・景勝を重視した間伐…７ゾーン北面

ヤマザクラ、ウワミズザクラ中心

1.7ｈａ人工林の森づくりの
目指した2006構想

しん

２０１３
森林山村多面事業

里山の田畑地域里山の田畑地域
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2014 1.7ha 2006構想の10年終了

左:間伐完了 ⇔ 右:間伐開始

枝打ち

森林・山村多面的機能作業 トピックスー１ 2013 ５～６ゾーン間伐

5ゾーン尾根から見た間伐 前 5ゾーン尾根から見た間伐 後

人と森を守る作業

6ゾーン間伐材活用の土留め 6ゾーン土砂崩壊を土嚢袋で補修

作
業
階
段
づ
く
り
で
安
全
確
保
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森林・山村多面的機能作業 トピックスー２ 2014 侵入竹の整備

竹林の皆伐作業 前 竹林の皆伐作業 後

竹の主幹と枝・笹の分離整備

森林・山村多面的機能作業 トピックスー３ 2015 1.7ha針広混交林誘導への整備

間伐後8年 ７ゾーン整備前 落葉樹実生を中心に残した７ゾーン整備後

間伐後に出現したコアジサイ群生の保全整備

３ゾーン ４ゾーン

コアジサイ
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森林・山村多面的機能作業 トピックスー４ 2014・2015 森の教室

間伐作業は安全作業の徹底から 間伐体験実習

間伐材の活用 丸太ベンチを製作、設置

森づくりグループ（森林ボランティア）による森林・山村
多面的機能発揮対策事業を実施して感じたこと

◎一日一日の作業目標と今日の実績を皆で分かち
合えるようになっている。

・・・メリハリのある活動へ

◎安全工具類の充実が図れ、安全作業・効率作業
の一助となっている。

・・・より安全な作業意識に向けて

◎1.7ha 2006構想の10年終了への弾みになった。

・・・よりチームワークの良さへ
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海上の森は、

愛知万博のテーマ「自然の叡智」を未来に継
承し、里づくり・森づくり・里山文化伝承・自然環
境保全活動を次世代に引き継ぐよう頑張って
います。

ご清聴ありがとうございました
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